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令和２年第３２回公安委員会会議録

自午後１時３０分

日 時 １２月２４日（木曜日） 場 所 公安委員会室

至午後４時４５分

公安委員 小野委員長 下山委員 原委員 山本委員 高木委員

会 議

本部長 警務部長 生活安全部長 刑事部長

出席者 警察職員

交通部長 警備部長 情報通信部長

第１ 聴聞等についての決裁

運転免許課長から、聴聞９件、意見の聴取１６件について説明があり、決裁が行わ

れた。

第２ 定例会議

１ 令和２年１１月熊本県議会定例会の結果について

(1) 日程

令和２年１１月２５日（水）から１２月１５日（火）までの間

ア 一般質問

１２月１日（火）から１２月４日（金）までの間

イ 教育警察常任委員会

１２月９日（水）

(2) 警察関係付託議案等（教育警察常任委員会）

ア 熊本県一般会計補正予算

(ｱ) 警察費（４億１，２３２万円５千円）

a 職員給与費（４億７８９万５千円）

警察職員の時間外勤務手当の給与費

b 危機管理対策費（４２１万１千円）

大規模災害の発生に備えた水上バイク等の装備資機材の整備等に要する経費

c 免許更新補助スタッフ雇用事業（２１万９千円）

運転免許更新事務に従事する会計年度任用職員の雇用経費

(ｲ) 繰越明許費設定（１億４，０５５万８千円）

(ｳ) 債務負担行為設定（６億７，０９８万５千円）

イ 専決処分の報告

２件の公用車事故の和解及び損害賠償額の決定

(3) 警察関係質問（一般質問）

ア ２０２０３０女性活躍推進の今後について

イ 横断歩道の安全対策の向上に関する取組について

【委員からの質問等】

委員から警察関係の一般質問に関して、「女性警察官の数が計画どおり目標に達

するということは、大変評価できることである。今後は幹部における女性警察官の

割合も増えていくように検討をお願いする」との意見があり、警察側から「今後と

も計画的に取り組んでまいりたい」旨の説明があった。さらに、委員から「横断歩
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道の安全対策については、白線が見えにくいとの住民の声があり、きちんと手当が

できるような予算の組み方について是非お願いする」との意見があり、警察側から

「その点も含めて工夫を凝らしながら努力してまいりたい」との発言があった。

２ 令和２年度警察官Ｂ及び警察事務採用試験の実施結果について

(1) 警察官Ｂ等採用試験実施結果

※ 受験倍率は、公告数／受験者数

(2) 警察官Ｂの受験倍率の推移

【委員からの質問等】

委員から「前回、警察官Ａ（大卒）採用試験の実施結果について報告を受けたが、

受験倍率については、警察官Ａ（大卒）に比べて（全体的に）高くなっているよう

であり、非常に良かったと思う」との意見があった。

３ 「飲酒運転特別取締り強化期間」の実施結果について

(1) 実施期間

令和２年１１月１６日（月）から１２月１５日（火）までの３０日間

(2) 取締り実施結果

ア 検挙件数

(ｱ) 違反内訳

公告 応募者 応募倍率 受験者 受験率 受験倍率 合格者
56 525 9.4 倍 382 72.8% 6.8 倍 59

男性 44 390 8.9 倍 284 72.8% 6.5 倍 47
女性 12 135 11.3 倍 98 72.6% 8.2 倍 12

4 36 9.0 倍 34 94.4% 8.5 倍 5
1 59 59.0 倍 47 79.7% 47.0 倍 1
1 53 53.0 倍 44 83.0% 44.0 倍 2
1 6 6.0 倍 6 100.0% 6.0 倍 1
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(ｲ) 飲酒運転の検挙推移（過去５年間「強化期間中」）

イ 主な特徴

【委員からの質問等】

委員から「引き続き、飲酒運転の取締りを徹底し、潜在者（違反常習者）の検挙

にも努めていただきたい。」との意見があった。

検挙件数 前年比 うち逮捕者数 前年比
１０８件      +３件 １１人   +２人

飲酒運転同乗罪   ４件     ±０件     ０人  ±０人
 ３２件      +３件     ５人  +５人 無  免  許  運  転

 飲 酒 運 転
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第３ 報告・決裁等

１ 監察業務の報告

首席監察官から報告が行われた。

２ 苦情（R2№11）の処理結果についての決裁

捜査第一課長から説明があり、決裁が行われた。

３ 審査請求（R2№9）の反論書受理の報告

広報県民課長補佐から報告が行われた。

４ 道路交通法改正に伴う公安委員会事務専決規則の一部改正の決裁

交通規制課長補佐から説明があり、決裁が行われた。

５ 要望(R2№26）の結果報告

交通規制課長補佐から報告が行われた。

６ 散弾銃の教習資格認定申請の不認定処分についての決裁

生活環境課長から説明があり、決裁が行われた。

７ 令和２年第３１回公安委員会会議録の決裁

公安委員会事務室から説明があり、決裁が行われた。

８ 公安委員会行政文書に関する行政文書等管理委員会の意見聴取結果報告及び文書

の廃棄についての決裁

公安委員会事務室から報告があり、決裁が行われた。

９ 審査請求(R2№1）裁決書の決裁

公安委員会事務室から説明があり、決裁が行われた。

10 苦情（R2№12-1、12-2）受理の報告

公安委員会事務室から報告が行われた。

11 要望（R2№28）受理の報告

公安委員会事務室から報告が行われた。

12 投書受理の報告

公安委員会事務室から報告が行われた。


